
第１回南島原市綱引き大会（南島原市深江体育館）第１回南島原市綱引き大会（南島原市深江体育館）

目次  C O N T E N T S　　　　　　　　　　　　　主な内容

特集 南島原市総合計画～未来の南島原市のかたち～ （関連記事：P4～P6）

◆金子長崎県知事視察

◆南島原にゅーす

◆転勤・就職・進学などによる

　　　　住民異動届けは忘れずに

◆税務署からのお知らせ

◆長崎県議会議員一般選挙

◆世界遺産暫定リストに掲載

・・・・・・・・・・P2～3

・・・・・・・・・・・・・P7～13

・・・P14

・・・・・・・・・・P15

・・・・・P16～17

・・・P18～19

◆イベント情報（原城一揆まつり）

◆南島原市社会福祉協議会からのお知らせ

◆まちの話題

◆くらしの情報

◆図書館だより

◆保健事業のご案内

◆市民カレンダー

・・・・P20

P21

・・・・・・・・・・・・・・・P22～23

・・・・・・・・・・・・・P24～25

・・・・・・・・・・・・・・・・・P26

・・・・・・・・・・・・・P27

・・・・・・・・・・・・・・・P28

行政と市民 市民と市民をつなぐ情報流通紙

No.011

平成19年３月1日発行





（山 折 り）

（山 折 り）

（
キ

リ
ト

リ
）

（
キ

リ
ト

リ
）

（
キ

リ
ト

リ
）

（
キ

リ
ト

リ
）

（
キ

リ
ト

リ
）

（
こ

こ
に

の
り

し
ろ

②
を

張
り

合
わ

せ
ま

す
）

（
こ

こ
に

の
り

し
ろ

③
を

張
り

合
わ

せ
ま

す
）

（ここにのりしろ①を張り合わせます）

（
キ

リ
ト

リ
）

〒８５９-２１１２

長崎県南島原市布津町乙１６２３番地１

南 島 原 市  企 画 部

企  画  課  長   行
料

金
受

取
人

払

有
家
局

承
　
認

1
8

差
出

有
効

期
間

平
成

1
9
年

４
月

3
0
日

ま
で

　
　

（
切

手
不

要
）  　

　市の情報はこちらから

　南島原市のホームページ

　　 http://www.city.minamishimabara.lg.jp/

　市へのご提案は、この用紙のほか、以下の方法でも受け付けています。

　南島原市のＥメール

　　 seisakukikaku@city.minamishimabara.lg.jp

　ファックス

　　 ０９５７ー７２ー４０３９

　この用紙に関するお問い合わせは、

　南島原市企画部企画課政策企画班

　　 ０５０－３３８１－５０３５　までお願いします。

　南島原市は、これから10年間の将来像を描く総合計画の策定に取り組

んでいます。この計画には、市民皆さまからのご提案も積極的に取り入れ

たいと考えています。

　『こんなまちになったら』、『こんなことができたら』など、夢あふれる

まちづくりのご提案をお願いします。

　ご提案は３月30日までにこの用紙で郵送されるか、お近くの住民セン

ターまたは各総合支所総務課へご提出下さい。

　
南
島
原
市
総
合
計
画
審
議
会
は
、
南

島
原
市
総
合
計
画
審
議
会
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、
総
合
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す
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市
長
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、
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。
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  総合計画とは

　総合計画とは、南島原市が今後、目指すべき《将来像》と将来像を達成す

るための“まちづくりの目標と取り組み”を総合的に示すもので、南島原市

の行財政運営に関する計画の最上位に位置し、各種の分野別計画の基本とな

る計画です。総合計画は、基本構想・基本計画・実施計画の三層構造で構成

され、議会の議決を経て策定することが義務付けられています。

　本市では、合併前に策定された南島原市新市建設計画などを基本に、平成

19年度中に策定します。

市民皆さんのご意見・ご提案をお聞かせください

　南島原市総合計画の作成にあたり、2月には、市内在住の４,500名の方々を対

象にアンケート調査を実施しました。

　今回のアンケートは、総合計画策定審議会において、『もっと広く市民皆さま

の意見も参考にさせていただきたい』とのことから、上記分とは別に追加的に実

施するものです。

　ご提案いただきたい内容は、まちづくりに関するものであれば、どのようなも

のでもかまいませんので、たくさんのご意見をお待ちしています。

　南島原市の将来像をつくるための、重要な計画ですので、皆さまのご意見をお

届けください。

●提出方法　次のページを切り取り、ご意見記入欄にご記入の上、折れ線に沿っ

　て封書はがきのようにのり付けし、そのまま郵送されるか、最寄りの各総合支

　所にご提出ください。　

会長 松本　直澄（深）司 法 書 士

役職 氏　名（地区）所 属 等

〃 寺田ユキヱ（北）市母子寡婦福祉会会長

委員 林田　秀晴（布）市文化財保護審議会会長

〃 楠田　喜熊（有）ＮＰＯ法人理事長

〃 川田　典秀（深）市 議 会 副 議 長

〃 吉岡　　巖（布）市議会総務委員会委員長

〃 石川　嘉則（深）市 消 防 団 団 長

〃 泉川　欣一（深）南高医師会会長

〃 哲翁富士子（口）福 祉 施 設 長

〃 小川　光洋（西）市青年農業者連絡協議会会長

〃 福田廣太郎（加）島原半島南部漁業協同組合長

〃 川口　誠一（南）南有馬町商工会会長

〃 齋宮　良子（有）　 〃 　

〃 永池　弘美（北）　 〃 　

〃 杉本　峰子（南）　 〃 　

〃 俣木由美子（口）　 〃 　

〃 平湯　博子（加）　 〃 　

〃 北村　哲二（加）社会福祉学識者

〃 柴内　秋子（北）まちおこし団体の代表

〃 旭　　芳郎（南）環 境 学 識 者

〃 中村　知見（口）保 育 園 園 長

南島原市総合計画審議会委員

（順不同：敬称略）

南島原市の将来像とそれを

実現するための施策の基本

的な方向性を定めるもの　

基 本 構 想

基本構想で示された方向性に

基づき、各分野での具体的な

施策等を体系的に示すもの

基 本 計 画

総 合 計 画

基本計画に定められた施

策を具体的に実施するた

めの計画

実 施 計 画

副会長 宮　　昌浩（布）公 募 の 市 民

〃 宮　　基成（西）　 〃 　

〃 　橋　　勉（有）公 募 の 市 民

未来の

南島原市のかたち

　南島原市では、これからのまち

づくりの指針となる「総合計画」が、

平成18年度から平成19年度にかけ

て策定されます。
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　75歳以上の人、75歳になっていなくても昭和 7 年 9 月30日以前に生まれた人、一定の障害をお持

ちの65歳以上の人は、病院等にかかるときは「老人保健」で医療を受けることができます。� 

　この制度は高齢者の自己負担を軽くして医療を受けやすくするためのものです。�

　昭和 7 年10月 1 日以降に生まれた70歳以上の人は、75歳になるまでは現在ご加入の健康保険で前期

高齢者医療を受けられます。（前期高齢者医療は老人医療と自己負担は同じです。）

◎申請をしないと、老人保健に加入することはできません。

　年齢が到達しても、また一定の障害になっても届け出、申請をしないと、老人医療は受けられません。

　誕生月内に届け出、申請をして認められると、翌月から老人医療を受けられます。誕生日が月の初

日（１日）の人は、その月から老人医療を受けられます。

　75歳（一定の障害をお持ちの人は65歳）の誕生日には気がけておきましょう。

　届け出、申請をして認められると、老人保健の「医療受給者証」と「健康手帳」が交付されます。

　医療受給者証には自己負担の割合（1 割または 3 割）が記載されています。�

　医療受給者証を必ず提示しましょう。医療受給者証を提示しないと、1 割の自己負担の人が 3 割の

請求をされる場合があります。お医者さんにかかるときは①保険証、②医療受給者証、③健康手帳の

3 つを提示してください。

老人医療による医療機関での自己負担

　１カ月で病院等に支払った医療費が高額になったときは、申請して認められると、法律で定められ

た自己負担の限度額を超えた分が、市役所より払い戻されます。

　これを老人保健の高額医療費といいます。

　老人保健の場合は加入してから、１度高額医療費の申請をすると、以降、高額医療費に該当したと

きは、そのつど市役所へ手続きに行かなくても払い戻しを受けられます。

　自己負担の限度額は下記のとおりです。

◎老人医療について詳しく書かれた冊子（パンフレット）を支所においています。

入院では医療機関がはじめから限度額までしか請求しませんので、高額医療費に該当しない場合があります。

現役並みの所得の人（３割の自己負担の人） 80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％

一般の人（１割の自己負担の人）

低所得者　
（1 割で世帯全員が住民税非課税の人）�

低所得者　
（1 割で世帯全員が住民税非課税でかつ、�
世帯全員の所得が０円の人）

8,000円 24,600円

12,000円

44,000円

外来（個人単位） 入院または入院と外来（世帯単位）　 区 　 分 　

8,000円 15,000円

44,400円

広報 2007.３.17

　お寄せいただいたご提案について

　ご提案については、今後のまちづくりの参

考にさせていただきますが、内容が特定の人

に対する非難や名誉を傷つけるもの、および

営業行為に当たると思われるものなどについ

ては、受け付けることができませんので、ご

了承下さい。

　ご提案等のホームページなどでの公開

　個人情報に該当する部分を除いて、市のホ

ームページに公開させていただく場合があり

ます。

ホームページなどでの公開を希望されない方

は、下記の『公開を希望しない』を○で囲ん

で下さい。

・公開を希望しない　　

　住所、氏名、電話番号等について

　ご提案等の内容を確認させていただく場合

がありますので、住所、氏名、電話番号等を

必ずご記入くださいますようお願いします。

　個人情報については適正に管理します。

住
　
所

氏
　
名

☎

〒（　　　　－　　　　　）

（　　　）　　  － 男・女
歳

フリガナ

年
齢

性
別

題　名
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　　南島原市奨学資金貸付制度は、市内に住所を有する人で、学修意欲に富み、優れた資質を持ちなが

　ら経済的理由により就学が困難な学生に学資を貸与し、将来社会に貢献できる有能な人材を育成する

　ことを目的としています。

平成19年４月６日㈮から平成19年５月25日㈮まで

①経済的理由により、就学が困難であること。

②人物、学業とも奨学生としてふさわしいこと。

③貸付金の償還能力を有し、本市内に居住する保証

　人が存在すること。

　奨学金は、毎月、本人に貸与します。ただし、今

年採用者の初回貸与は７月末の予定です。また、貸

与する奨学金には利子は付きません。

　当該学校卒業後６カ月間据え置き、月賦・半年賦・年賦

のいずれかを希望により選択していただきます。償還期

間は、高校のみの場合は５年以内、その他の場合（大学のみ、

高校＋大学等）は８年以内、退学およびその他の理由によ

り貸し付けを廃止された場合は３年以内に償還していた

だきます。

　申請に必要な書類は各町教育委員会事務所および本庁

教育委員会に備えてあります。また申請には、在学証明書

（入学後の在学校が発行）および ※成績証明書が必要です。

※成績証明書は高校1年生は卒業した中学校、大学１年

生は卒業した高校、大学２年生以上は在学大学から取り

寄せてください。 

　他公私団体の奨学金制度との併願（同時申請）はできま

すが、併給（同時受給）はできませんのでご留意願います。

他公私団体と重複決定の場合は、本人の意向を確認いた

します。

　老人保健に加入のみなさんがお医者さんにかかったときの費用である「老人医療費」が増え続けてい

ます。このままだと、大変なことになりかねません。

南島原市の老人医療費の動きは次のとおりです。

 ※この医療費は合併前の8町を合算してもとめたものです。�                       

　表中の「総医療費」は、南島原市の老人医療全ての人の合計です。平成14年度から「対象者数」が減

少していることにより、総医療費も減少しています。問題は総医療費を対象者数で割って求める「1 人

あたり医療費」です。これは平均して 1 人あたりいくら医療費がかかったかを表すもので、医療費の実

質的な増減をもとめるときの指標になります。平成17年度での南島原市の 1 人あたり医療費は 809,192

円となり、増加の傾向にあります。

        

次に島原市・雲仙市・長崎県平均と比較して1人あたり医療費の動きを見てみましょう。

　南島原市の医療費は、島原市や雲仙市お

よび長崎県平均と比べると少なめですが、

増加傾向にあることには変わりありません。

医療費をむだ使いしないようにみなさんで

協力しましょう。�         

　医療費をむだ使いしないために、次のこ

とに注意してお医者さんにかかりましょう。

・病気になったときは、やせがまんせず早

　めに受診しましょう。

・かかりつけ医をもちましょう。

・お医者さんのかけもちはやめましょう。

・お医者さんを信頼し指示を守りましょう。

・定期的に健康診断を受けましょう。

下の図は南島原市の老人保健に加入している患者Ａさん（自己負担１割）がＢ病院の治療で10万円

かかったときのおおよその費用のしくみです。

老人医療費は自己負

担（１割または３割）

以外の部分はみなさ

んの税金や保険料で

まかなわれています。

みなさんの医療費で

すので、大切に使い

ましょう。

年　度 　 総 医 療 費 　 対前年伸び率

89億9296万8215円 ▲ 0 . 6％

▲ 2 . 8％

▲ 4 . 8％

▲ 1 . 7％

87億3752万5891円

83億1443万8614円

81億7526万6554円

Ｈ14年度

Ｈ15年度

Ｈ16年度

Ｈ17年度

対象者数 １人あたり医療費 対前年伸び率

783,838円 ▲ 1 . 5％

▲ 0 . 6％

▲ 0 . 4％

▲ 3 . 0％

788,799円

785,418円

809,192円

11,473人

11,077人

10,586人

10,103人

H14年度 H15年度 H16年度 H17年度

783,838円南島原市

島 原 市

雲 仙 市

長 崎 県

788,799円 785,418円 809,192円

773,441円 759,238円 790,056円 836,958円

759,602円 808,436円 826,690円 863,366円

859,445円 878,665円 902,683円 945,425円

総医療費の動き 1人あたり医療費の動き

76億円
H14年度 H15年度 H16年度 H17年度

78億円

80億円

82億円

84億円

86億円

88億円

90億円

92億円

770,000円

775,000円

780,000円

785,000円

790,000円

795,000円

800,000円

805,000円

810,000円

815,000円

H14年度 H15年度 H16年度 H17年度

700,000円
H14年度 H15年度 H16年度 H17年度

750,000円

800,000円

850,000円

900,000円

950,000円

1人あたり医療費の動き

南島原市

島 原 市

雲 仙 市

長 崎 県

高等学校
（国立海上技術学校を含む）

15 , 000円以内

専修学校
（２年以上の専門過程に限る）

30 , 000円以内

30 , 000円以内大学（短大を含む）

30 , 000円以内高等専門学校

老
人
保
健
に
加
入
し
て
い
る
　
患
者
Ａ
さ
ん

患
者
Ａ
さ
ん
を
診
察
、
治
療
し
た
Ｂ
病
院

治療で10万円かかったその１割を請求

南島原市
老人医療

国（所得税などから）
３万円を負担
（９万円の約33%）

健康保険・国・県・
南島原市で９万円を負担

県（県民税などから）
７千５百円を負担
（９万円の約8.3％）

南島原市（県民税などから）
７千５百円を負担
（９万円の約8.3％）

健康保険
４万５千円を負担
（９万円の50％）

１万円（１割の自己負担）を支払い

９万円（患者の自己負担の残り９割）を支払い

国保や社保など、皆さんが加入している

それぞれの健康保険から
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申　請　事　由

　南島原市立小・中学校では、住所地で通学する学校が定められています。

ただし、特別な事情などにより指定校以外の学校へ通学を希望される場合は、次の条件をすべて満た

し、かつ、次の申請事由に該当する場合に就学指定校の変更申請が認められます。

　　※特別支援学級とは、障害等のある子どもに対して、その特性に応じた教育支援を行うことのできる　

　　　学級のことです。

　　南島原市では、経済的理由によって就学困難と認められる児童、生徒の保護者に対して、就学援助

　を行っています。（準要保護児童生徒就学援助制度）

保険料を納めるのが困難なとき（学生）  学生納付特例の申請をする

免除または若年者納付猶予の申請をする

免除の申請をする

国民年金保険料還付請求を提出する

納付書の再発行の手続きをする�

口座振替納付（変更）申出書を提出する

氏名、住所の変更手続きをする

再交付の手続きをする

引き続き第３号被保険者となる手続きをする�  

第３号→第１号被保険者への種別変更手続きをする

第３号被保険者への種別変更手続きをする�   

国民年金に加入の手続きをする（被扶養配偶者も同じ）

国民年金に加入の手続きをする
第１号被保険者→市役所

第３号被保険者→配偶者の勤務先�  

市役所

配偶者の勤務先

市役所�

配偶者の新しい勤務先�  

第１号被保険者→市役所�

第２号被保険者→勤務先� 

第３号被保険者→社会保険事務所
または配偶者の勤務先�

第１号被保険者→市役所�

第２号被保険者→勤務先� 

第３号被保険者→配偶者の勤務先

金融機関、社会保険事務所

社会保険事務所

社会保険事務所

市役所

市役所

市役所

保険料を納めるのが困難なとき（30歳未満）  

保険料を納めるのが困難なとき

保険料を納めすぎたとき

納付書を紛失したとき

口座振替を開始、変更、停止するとき

氏名・住所が変わったとき

年金手帳をなくしたとき

配偶者が会社を変わったとき

配偶者の扶養からはずれたとき（離婚、収入増等）

配偶者の扶養になったとき（結婚、退職等）

会社を退職したとき

20歳になったとき

こんなとき ど う す る 届  出  先

厚生年金・共済組合

国民年金（基礎年金）

会社員・公務員など
（2階部分）勤務する事業所を通して加入する年金です。

年金額も基礎年金に上乗せされます。

自営業・学生・フリーター・
無職・第２号被保険者の配偶
者で収入があるため扶養にな
っていない人で20歳以上60
歳未満の人

自分で納めます。
納付が困難なときは、学生納
付特例制度・若年者納付猶予・
免除制度があります。

厚生年金や共済組合に加入し
ている会社員や公務員など

厚生年金や共済組合の保険料
を納めます。
国民年金保険料を別に納める
必要はありません。

第2号被保険者に扶養されて
いる配偶者で20歳以上60歳
未満の人

個人で納める必要はありません。
保険料は、配偶者の加入して
いる年金制度が負担します。
※配偶者の給料から天引きさ
れるわけではありません

第１号被保険者

自営業者・学生など

第２号被保険者

会社員・公務員など

第３号被保険者

会社員・公務員に扶養されている配偶者

市の国民年金窓口で
加入手続きを行います

勤務先が
加入手続きを行います

配偶者の勤務先が
加入手続きを行います

対象者は
→

手続きは
→

保険料は
→

・保護者が通学経路、通学方法を明確にした上

　で、通学途上の安全について責任を持つこと

　を承諾すること

・教育委員会が必要と認めた書類などが添付さ

　れていること

　教育委員会学校教育課および各地域事務所で、

「通学区域変更承認願」に必要事項を記入し、

申請してください。（ほかに添付書類の提出を

求めることもあります）

　生活保護法の被保護世帯に準ずる程度に困窮

している世帯に対して、市が援助する制度です。

　援助を受けるためには、準要保護世帯の認定

が必要です。

　就学援助申請書は、教育委員会学校教育課お

よび各地域事務所にあります。

　（各小中学校にもあります）

　準要保護世帯の小中学生を対象に、次の援助

をします。

１．学用品費など

　　学用品費、通学用品費、通学費、校外活動

　　費、修学旅行費、体育実技用具費

２．医療費

　　結膜炎、中耳炎、虫歯など学校で治療の指

　　示を受けた疾病の治療に要する費用

３．学校給食費

転居したことにより、校区が変わった場合

校区外に居住しているが、１年以内に申請の校区に住所を
定めることが確実な場合

校区外に転居するが、１年以内に現在の校区に住所を定め
ることが確実な場合

（※）特別支援学級が設置してある学校へ通学することが
望ましい場合

病気治療または心身上の理由などにより、教育上の配慮が
必要な場合

児童が帰宅したときに、保護者が勤務などで不在である場合

その他、教育的な配慮を特に必要とする場合

申請した日の属する学期または学年の最後の日まで

許　可　権　限

申請した日から転居予定日まで

申請した日から転居予定日まで

申請した日（入級した日）から卒業まで

申請した日から保護者が希望する日まで

申請した日から学年末までの保護者が希望する日まで
６学年まで延長可

申請した日から保護者が希望する日まで
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0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0% 20.0%

●減る…腹囲や検査結果が適当な正常値にもどることを意味

　　　　しています。�       

●ヘル…ヘルシーのヘルです。

　平成18年度は、６回シリーズ（１コース）を、４地区で開催

しました。医師や保健師の講話、食事についての栄養士によ

る講話と調理実習、運動指導士等による運動実技を実施しま

した。　＊平成19年度も継続して実施致します。�   

　健診を受けた後は、結果説明会でスタッフと一緒に今後ど

のような取り組みを実施したら良いのか、考えて行きましょう。

　ご不明な点は、健康保健課・総合支所市民課ヘお尋ね下さい。

　医師講話
　＊南高医師会泉川医師

　「生活習慣病を予防
　　　　　  しましょう」

▲

運動実技

▲

　メタボリックシンドロームは自覚のないうちに動脈硬化を急速

に進行させ、心臓病や脳卒中をはじめとした循環器病を引き起こ

す原因になるほか、糖尿病を悪化させます。

　南島原市の基本健診(集団)におけるメタボリックシンドローム

対象者のしめる割合は、約14%でした。

　体脂肪を燃焼させるウォーキングなどの有酸素運動や、基礎代

謝量を上げる筋力トレーニングを行ったり、栄養バランスの良い

食事などの生活習慣を見直し、出来ることから取り組みましょう。

男性85cm
女性90cm

以上

男性85cm
女性90cm

未満

受けた

あてはまる

受けて
いない

血　　圧 収縮期血圧130mmHg以上または、かつ拡張期血圧85mmHg以上

空腹時血糖値110mg/dl以上

中性脂肪150mg/dl以上または､かつHDLコレステロール40mg/dl未満

血 糖 値

血中脂質

メタボリックシンドローム率

深江町

布津町

有家町

西有家町

北有馬町

南有馬町

口之津町

加津佐町

南島原市 13.9%

10.44%

17.40%

8.35%

15.06%

18.13%

16.78%

11.94%

15.67%

　このたび、公用車の一部を市民の皆様などへ一般競争入札により売却（公売）することとしました

ので、購入希望の人は入札参加申込書を提出してください。

 市営住宅（５戸）の入居者を募集します

 　 平成19年３月１日㈭～14日㈬ 

入居者の資格要件を満たした申込者の数が募集戸数を超える場合は、公開抽選を行います。

●抽選日：平成19年３月20日㈫　午後２時　北有馬総合支所２階　会議室

※募集団地を見学したい人は、事前に各総合支所・住民センター建設課までご連絡ください。

　

　　平成19年３月11日㈰　午前９時～正午まで

　　南島原市役所西有家庁舎

　　平成19年3月12日㈪から3月16日㈮までの

　　午前９時から午後５時まで

　　平成19年３月18日㈰午前９時

　　西有家庁舎３階会議室

　　

　

　　①南島原市内に住所を有する者若しくは南島

　　　原市内に事務所又は事業所を有する者。

　　②市町村税に未納がないこと。など

　　①一般競争入札参加申込書

　　②市町村税の納税証明書（未納がないことを

　　　証する証明書）

　　③親権者等の同意書（未成年者の場合）

　　④身分証明書（本籍地発行のもの）

　　⑤商業登記簿謄本（法人で申込みを行う場合）

●市営住宅申込書

●住民票（世帯全員分）

●所得証明書など収入状況を証明する書類

　（世帯全員分）

●事実を証明する書類（納税証明書）

※売り払いのご案内と一般競争入札参加申込書は
　総務部財政課管財契約班に用意しています。

三菱デボネア（旧口之津町長車） トヨタコースター（自家用乗合自動車） マツダタイタン（ごみ収集車）

あなたはメタボリックシンドロームです!! 

Q２. 平成18年度内に健康診断を受けましたか？

Q３. 診断結果について、下記のうち２つ以上　　
あてはまりますか？   　　　　　　　　

Q１. あなたのおヘソ周りは何㎝ありますか？

あなたは今のところ
メタボリックシンドローム

ではありません

平成19年度は必ず
健康診断を受けましょう

団　　地　　名 募集戸数

3　戸

※前回募集で応募がなかった団地について、上記の団地に追
　加し募集する場合がありますので窓口にてご確認ください。

加 津 佐 旭 団 地
1　戸南 有 馬 新 砂 原 団 地
1　戸深 江 つ つ じ が 丘 団 地
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　転勤や進学などにより、人の動きも多くなる季節です。引越しなどで、手続きを忘れると後で困ることに

なりますので、忘れずに各届けは済ませましょう。

【住所変更について】

　住所が変わったときは、必ず住民異動届が必要です。

　転居・転入のときは、実際に引越しが済んでから届け

　出をしてください。

【届出人は】

　本人または世帯主が届け出てください。

　やむを得ず代理人が届出をする場合は、委任状など

　が必要です。

※届出人の本人確認を行いますので、運転免許証や健

　康保険証などをご持参ください。

　本人確認ができなかった場合、後日、届出内容を本人

　に郵便で通知します。

【証明書等交付申請の際のご注意】

　直系親族以外の人に依頼する場合は、委任状などが

　必要です。

　直系親族以外の人が申請される場合は、具体的な理

　由を申請書に記載してください。なお、場合によって

　はその理由を証明する資料が必要な場合があります。

　証明書の内容によっては、申請者の本人確認を行う

　ことがあります。

◎お問い合わせ／市民生活部市民課　☎ 050-3381-5040

　　　　　　　　または各総合支所・住民センター市民課

届出の種類

転　出　届

（市外への引越し）

転出予定日の

おおむね２週

間前から

○国民健康保険証（加入者のみ）
○老人医療受給者証（加入者のみ）
○印鑑登録証（所有者のみ）
○住民基本台帳カード（所有者のみ）
○印かん

転　居　届

（市内間の引越し）

転居した日から

14日以内

○国民健康保険証（加入者のみ）
○国民年金手帳（加入者のみ）
○老人医療受給者証（加入者のみ）
○住民基本台帳カード（所有者のみ）
○印かん

転　入　届

（市外からの引越し）

転入した日から

14日以内

○前住所地の転出証明書
○国民年金手帳（加入者のみ）
○印かん

世帯主変更届

世 帯 分 離 届

世 帯 合 併 届

変更があった日

から14日以内
○国民健康保険証（加入者のみ）
○印かん

届出の期間 届出に必要なもの
（届出本人による署名の場合、印かんは不要です）

種 類

介 護 保 険 各総合支所　市民課
・深 江 町  ☎０５０-３３８１-５１２１
・布 津 町  ☎０５０-３３８１-５１３１
・有 家 町  ☎０５０-３３８１-５１４１
・西有家町  ☎０５０-３３８１-５１５１
・北有馬町  ☎０５０-３３８１-５１６１
・南有馬町  ☎０５０-３３８１-５１７１
・口之津町  ☎０５０-３３８１-５１８１
・加津佐町  ☎０５０-３３８１-５１９１

福祉保健部　健康保健課　総務母子班
☎０５０-３３８１-５０５０

各総合支所　建設課

水　道　班（深江、布津、有家、北有馬町、加津佐）

上下水道班（口之津、南有馬、西有家）

介護保険の転出入の手続き

障 害 者 手 帳 な ど 転入地での住所変更の手続き

福祉医療受給者証 転出の際は返却してください

原 爆 手 帳 ・ 手 当 転入地での住所変更の手続き

教育委員会　学校教育課　学校教育班
☎０５０-３３８１-５０８１

学 校 転 校 手 続 き 小・中学校の転出入の手続き

市民生活部　環境課　廃棄物対策班
☎０５０-３３８１-５０４１

ご み 処 理 引越しなどによる大量のごみ持込は事前にご連絡く
ださい

水 道 ・ 下 水 道 水道・下水道の使用開始・停止の手続き

児 童 手 当

特別児童扶養手当

児 童 扶 養 手 当

各手当の転出入の手続き

内 容 南島原市でのお問い合わせ
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 みんなで投票、
 みんなで参加、

　あなたの一票を大切に。

 投票日に仕事や旅行、レジャーなどの用事

がある人は、期日前投票・不在者投票をする

ことができます。

●期日前投票（３月31日㈯～４月７日㈯）

　毎日、午前８時30分から午後８時まで、南島原市 

役所各総合支所および住民センターで受け付けていま

す。（住所地の旧町役場庁舎でしか、投票できません。）

●不在者投票

　①仕事先、旅行先など、ほかの滞在地の市町村で投

　　票する場合

　・南島原市の選挙管理委員会に投票用紙および不在

　　者投票用封筒を請求し、送られてきた投票用紙な

　　どに何も記載せず、そのまま滞在地の市町村選挙

　　管理委員会に持参したうえで投票します。郵送に

　　時間を要しますので、早めに請求して下さい。

　②指定病院などで投票する場合

　・長崎県選挙管理委員会が指定した病院・老人ホー

　　ムなどに入院・入所中の人で一定の要件に該当す

　　る場合は、その施設の中で不在者投票をすること

　　ができます。投票用紙などの請求は、入院、入所

　　中の施設の長を通じて行いますが、直接本人でも

　　請求できます。

　③自宅で投票する場合

　・身体障害者手帳や戦傷病者手帳の交付を受けてい

　　る人で一定の要件に該当する人、または介護保険

　　の被保険者証の要介護区分が「要介護５」の人は、

　　自宅などで投票し郵便でこれを送ることができま

　　す。この場合、事前に郵便投票証明書の交付を受

　　ける必要がありますので、早めに市選挙管理委員

　　会へお問い合わせください。

　県内の市町の選挙人名簿に登録されている

人で、県内のほかの市町へ転出された人は、

次の方法で投票することができます。ただし、

転出先の市町の選挙人名簿に登録された人は

転出前の市町では投票できませんので、転出

先の市町の選挙管理委員会に登録の有無を確

認してください。

①投票日当日、転出前の市町の投票所で投票する方法

②投票日の前日までに、転出前の市町の選挙管理委員

　会で期日前投票をする方法

※①②の場合とも、市町長が発行する「引き続き住所

　を有する旨の証明書」（または転出先の住民票の写

　し）を持参しなければなりません。

　「引き続き住所を有する旨の証明書」の発行につい

　ては転出先または最寄りの市町役場の住民登録担当

　課に申し出てください。

③投票日の前日までに、転出先の市町の選挙管理委員

　会で不在者投票をする方法

※転出前の市町の選挙管理委員会に対して投票用紙等

　を請求し、送られてきた投票用紙等に何も記載せず、

　そのまま転出先の市町の選挙管理委員会へ持参して

　不在者投票をしてください。この場合、転出前の市

　町の選挙管理委員会に対して投票用紙等を請求する

　際には、市町長が発行する「引き続き住所を有する

　旨の証明書」（または転出先の住民票の写し）を添

　えてください。

選 挙 区 名 定 数

14

1

定 数

長 崎 市

選 挙 区 名 定 数選 挙 区 名

五 島 市

8

1

佐 世 保 市

西 海 市

2

2

島 原 市

雲 仙 市

4

2

諫 早 市

南 島 原 市

3

2

大 村 市

西 彼 杵 郡

1

1

平 戸 市

東 彼 杵 郡

1

1

松 浦 市

北 松 浦 郡

1

1

対 馬 市

南 松 浦 郡

1
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壱 岐 市

合 　 計

平成18年度
明るい選挙啓発ポスター
コンクール作品

南島原市立有家小学校

５年　松 嶋 絵梨子 さん
まつ しま え り こ

　私たちの様々な意見や要望は、選挙で選出され

た代表者によって国や県、地方の政治に反映され

ます。従って、政治が私たちの意見や要望を踏ま

えて適正に行われるためには、選挙が公正に行な

われ、代表としてふさわしい立派な人が代表者に

選ばれなければなりません。 

　そのためには、もちろん公職選挙法を始めとし

た選挙制度の整備も大切なことですが、それだけ

では足りません。私たち市民の一人一人が選挙制

度を正しく理解し、政治や選挙に関心を持ち、候

補者の人物や政権、政党の政策を正確に見る眼を

備え、大切な自分の一票を進んで投票することが

必要です。

　買収や供応などの不正に惑わされたり、義理人

情で投票してはならないことは、言うまでもあり

ません。 

「明るい選挙」とは、有権者が主権者としての自

覚を持って進んで投票に参加し、選挙が公明かつ

適正に行われ、私たちの意思が正しく政治に反映

される選挙のことです。

南島原市立有家中学校

１年　大 　 奈 々 さん
おお さき な な



　世界遺産とは「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関

する条約」（世界遺産条約）に基づいて、世界遺産リスト

に登録された遺跡や景観そして自然など、人類が共有すべ

き普遍的な価値をもつものをいいます。

　分類は「文化遺産」「自然遺産」「複合遺産」「危機遺産」

の４つで、今回、南島原市から世界遺産候補の暫定リスト

に掲載された文化財は、『すぐれた普遍的価値をもつ建築

物や遺跡』として『文化遺産』に分類されます。 

　日本では文化遺産を文化庁、自然遺産を環境省が主に担

当しており、これに文部科学省、国土交通省、林野庁など

を併せて構成される世界遺産条約関係省庁連絡会議で推薦

物件が決定されます。推薦物件は、暫定リストとして、外

務省を通じユネスコ（国際連合教育科学文化機関）に提出さ

れます。

　また、登録後は保全状況を 6 年ごとに報告し、世界遺

産委員会での再審査を受ける必要があります。

世 界 遺 産 暫 定 リ ス ト 登 載

世界遺産登録推薦書作成（県・市町村）

国際記念物遺跡会議（ICOMOS）が現地調査し報告

ユネスコ世界遺産委員会が登録推薦を判定

世 界 遺 産 暫 定 リ ス ト 登 載

世界遺産登録推薦書作成（県・市町村）

国際記念物遺跡会議（ICOMOS）が現地調査し報告

ユネスコ世界遺産委員会が登録推薦を判定

世 界 遺 産 委 員 会 で 最 終 審 議世 界 遺 産 委 員 会 で 最 終 審 議

正 式 登 録正 式 登 録

世界遺産リスト登録までの流れ

▲吉利支丹墓碑

　1月23日、文化庁から国連教育科学文化機関 (ユネスコ )に提出する世

界遺産登録の国内候補暫定リストに、「長崎の教会群とキリスト教関連遺

産」が追加掲載されることが決定しました。

　この「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」は県内20カ所の教会群・

関連遺産で構成され、南島原市の「原城跡」「吉利支丹墓碑」「日野江城跡」

の３カ所が含まれています。

　今回のリスト入りは、私たち南島原市が抱える史跡がいかに重要であ

るかを示しており、市民に誇りと自信を与えるものと思っています。

　ユネスコの世界遺産登録の国内候補暫定リストに掲載されることは、

南島原市としても大きな喜びです。また、今回の３件の文化財以外にも、

南蛮船来航の地、コレジヨ跡、セミナリヨ跡や数多くのキリシタン墓碑

など、同時代の関連遺産が、市内各所に点在しています。これらも含め、本市に

とって教育や観光など地域活性化を図る上での貴重な財産です。今後、県などの

関係団体と連携しながら、さらなる文化財の保護と活用について推進していきた

いと考えています。

　今回の暫定リスト入りで、世界遺産登録に向け大きな一歩を踏み出しましたが、

文化審議会からは今後の登録推薦に向け、より一層の内容の充足を求められてお

り、これからの取り組みが大きな鍵となります。

　今後とも市民皆様の温かいご理解とご協力をお願いいたします。

　
提
案
で
は
、
日
本
に
お
け
る
キ

リ
ス
ト
教
布
教
の
展
開
か
ら
厳
し

い
弾
圧
の
時
代
、
そ
し
て
長
期
の

潜
伏
期
間
を
経
た
浦
上
で
の
※
信

徒
発
見
、
教
会
群
の
建
設
に
至
る

壮
大
な
歴
史
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
決
定
は
、
国
際
史
上
で
の

普
遍
的
価
値
や
当
時
の
キ
リ
シ
タ

ン
の
精
神
性
の
高
さ
、
教
会
群
の

意
匠
・
景
観
な
ど
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。
今
回
の
特
別
委
員
会

に
は
全
国
よ
り
24
件
の
提
案
が
寄

せ
ら
れ
、
リ
ス
ト
入
り
が
決
定
し

た
の
は
４
件
で
あ
っ
た
の
で
非
常

に
高
い
評
価
と
言
え
ま
す
。

　
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
る
関
連
遺

産
の
う
ち
、
南
島
原
市
か
ら
は
、

キ
リ
ス
ト
教
を
庇
護
し
た
大
名
有

馬
氏
の
居
城
「
日
野
江
城
跡
」（
北

有
馬
）
、
日
本
最
古
と
さ
れ
る
ロ

ー
マ
字
金
石
文
が
彫
ら
れ
、
造
形

も
非
常
に
美
し
い
「
吉
利
支
丹
墓

碑
」（
西
有
家
）、
そ
し
て
鎖
国
へ

と
繋
が
る
日
本
史
上
の
大
き
な
事

件
で
あ
っ
た
「
島
原
の
乱
」
の
舞

台
「
原
城
跡
」（
南
有
馬
）
の
３
件

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

提
案
内
容
に
お
け
る
前
半
部
分
の

キ
リ
ス
ト
教
布

教
の
展
開
か
ら

キ
リ
シ
タ
ン
弾

圧
に
至
る
ま
で

の
歴
史
を
説
明

す
る
う
え
で
、

特
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
推
薦
に
関
す

る
政
府
決
定
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
委
員
会
で
の
審
議
等
を
経
た
決

定
が
な
さ
れ
れ
ば
、
世
界
遺
産
と

し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

※
信
徒
発
見

　
江
戸
時
代
初
頭
か
ら
の
禁
教
令
や

鎖
国
政
策
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
迫

害
や
取
締
り
は
約
２
５
０
年
に
及
び
、

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
途
絶
え
た

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
開
国

後
の
１
８
６
５
年
３
月
、
浦
上
の
教

会
を
訪
れ
て
い
た
プ
チ
ジ
ャ
ン
神
父

へ
、
７
世
代
に
渡
り
潜
伏
を
続
け
て

い
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
、
自
分
た
ち

が
信
者
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
。
厳

し
い
迫
害
の
時
代
を
乗
越
え
、
信
仰

を
守
り
な
が
ら
長
期
に
渡
り
潜
伏
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
大

き
な
驚
き
と
感
動
を
も
っ
て
各
地
に

発
信
さ
れ
た
。

南
島
原
市
の
３
件
の
文
化
財
が
世
界
遺
産

国
内
候
補
の
暫
定
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
！
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　近年自然災害が全国的に多発する中、災害時の様々な支援ニーズへの迅速な対応には被災者

救援を行うボランティアの力が大いに期待されています。南島原市においても、予期せぬ災害

に対し、被災者へ速やかに救援活動を行えるよう支援体制の構築を図り災害に強いまちづくり

を推進していく必要があります。

　この研修では、ボランティアをはじめ関係機関、団体等を対象に、南島原市内での災害を想

定した災害ボランティアセンターの立ち上げ・運営、支援のニーズ調査などの演習を通して南

島原市における災害ボランティア活動の体制づくりに寄与することを目的に開催します。

南島原市、南島原市社会福祉協議会

財団法人県民ボランティア振興基金、長崎県社会福祉協議会

平成19年３月８日㈭　１０：００～１６：３０

南島原市　ありえコレジヨホール

１０：００～　開会　あいさつ
１０：０５～　講義　「災害ボランティアセンターの概要」
１０：０５～　演習　「災害ボランティアセンター設置、運営の実際」
１２：３０～　昼食、休憩
１４：００～　演習　「災害時における被災者のボランティアニーズ調査」
１０：０５～　質疑、まとめ
◎講師／特定非営利活動法人　レスキューストックヤード
　　　　　　　　　　　　　　代表理事　栗田　暢之　氏

南島原市社会福祉協議会
〒859-2601　南島原市加津佐町己3522番地　☎0957-87-5963　　担当／林・井上

（ 目　　的 ）

主　　　催

後　　　援

開 催 日 時

会　　　場

日　程　表

お問合せ先

★目　　　的：『で逢い☆ふれ愛☆夢かるた』は、44文字から始まる句
　を募集したところ、1,300通の応募がありました。その中から、選ば
　れた句を絵描きボランティアさんが絵を描き、手作りのカルタができ
　あがりました。そのカルタで、句に親しみ、遊びながら、交流し、お
　互い助け合う福祉の心が育っていくことを目的としています。

★開 催 期 日：平成１９年３月２１日（祝日）１３：３０～

★開 催 場 所：南島原市立　西有家小学校　体育館

★参加対象者：一般の方はどなたでも参加できます。

★参　加　料：無　　　料　（参加賞もあります！）

★日　程　表：１３：００～　受　付
　　　　　　　１３：３０～　句の入選者　表彰
　　　　　　　１４：００～　かるた取り大会
　　　　　　　１４：００～　小学校単位 団体戦。一般の方は、個人戦です。
　　　　　　　１６：００～　表彰式

★参加申込期日：平成１９年３月１５日（木曜日）までに本所、または支
　　　　　　　所へ申込んで下さい。

★お問合せ先：南島原市社会福祉協議会　☎８７－５９６３
　　　　　　　　　　　　　地域福祉課　担当／井上・林
　　　　　　　◎加津佐支所　87-4729　　◎口之津支所　86-2225
　　　　　　　◎南有馬支所　85-3008　　◎北有馬支所　84-2537
　　　　　　　◎西有家支所　82-2791　　◎有 家 支 所　82-4795
　　　　　　　◎布 津 支 所　72-5833　　◎深 江 支 所　72-5454

　南島原市立各小学

校の生徒には学校単

位での参加を呼びか

けていますので、学

校で参加申し込みを

お願いします。

　私たち「版画飛翔会」は、日々の暮らし

をもっと心豊かで、楽しいものにするため、

版画の創作活動を行っています。そこで今

回、もっとたくさんの人に、すばらしい版

画の世界を知ってもらおうと、新たに会員

を募集いたします。

　初心者大歓迎ですので、皆さんの入会を

会員一同、心よりお待ちしています。

●お問い合わせ

　有家町尾上５３０４

　伊藤大吉（版画飛翔会会長）

　☎・℻　0957-82-1615

南島原市合併記念版画会員を募集

一般参加者募集
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原
城
は
、
そ
の
発
掘
調
査
の
結
果

か
ら
約
四
百
年
前
、
最
後
の
キ
リ
シ

タ
ン
大
名
と
い
わ
れ
た
有
馬
晴
信
が

有
馬
家
と
自
ら
の
戦
国
武
将
と
し
て

の
夢
を
託
し
て
完
成
さ
せ
た
巨
大
城

で
、
織
豊
期
の
石
垣
群
や
礎
石
に
そ

の
面
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
晴
信
の
全
盛
時
代
、
島
原
地
方
は

全
国
に
禁
教
会
が
す
さ
ぶ
る
中
に
も

キ
リ
ス
ト
教
国
と
し
て
キ
リ
シ
タ
ン

の
生
活
が
あ
り
、
バ
テ
レ
ン
と
の
日

常
会
話
が
交
わ
さ
れ
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

で
西
洋
文
化
を
学
習
し
て
い
た
生
徒

達
は
祈
り
を
捧
げ
な
が
ら
、
完
成
し

た
ば
か
り
の
美
し
い
城
郭
を
眺
め
て

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
領
土
拡
張
の
甘
言
に
誘

い
込
ま
れ
た
晴
信
は
そ
の
疑
獄
事
件

で
幕
閣
の
た
く
み
な
攻
略
に
申
し
開

き
が
で
き
ず
、
潔
く
罪
を
認
め
有
馬

の
キ
リ
シ
タ
ン
の
行
末
を
案
じ
な
が

ら
甲
斐
の
流
刑
地
で
十
字
を
切
り
処

刑
さ
れ
ま
し
た
。
１
６
１
２
年
、
５

月
６
日
の
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
後
継
の
子
息
、
有
馬
直
純
は
領
内

の
キ
リ
シ
タ
ン
に
棄
教
を
迫
り
ま
す

が
、
ま
ま
な
ら
ず
供
の
者
も
日
向
の

延
岡
に
転
封
さ
れ
ま
し
た
。

　
晴
信
の
死
後
25
年
を
経
た
１
６
３

７
年
初
冬
、
島
原
地
方
に
徳
川
幕
府

の
土
台
を
揺
る
が
す
よ
う
な
大
事
件

が
起
き
ま
し
た
。

　
世
に
い
う
島
原
の
乱
、
原
城
一
揆

で
す
。

　
当
時
は
松
倉
藩
の
治
世
で
あ
り
、

領
民
に
対
す
る
厳
し
い
苛
税
と
キ
リ

シ
タ
ン
へ
の
凄
惨
な
弾
圧
は
、
言
語

に
絶
す
る
も
の
で
、
耐
え
る
事
を
諦

め
た
領
民
達
は
キ
リ
シ
タ
ン
へ
の
立

ち
帰
り
運
動
を
拡
げ
、
半
島
中
ば
か

り
で
な
く
天
草
の
人
々
も
仲
間
に
加

え
て
、
天
草
四
郎
時
貞
を
総
大
将
と

し
て
、
こ
こ
原
城
に
集
結
、
一
揆
衆

の
数
は
３
万
７
千
人
と
も
い
わ
れ
ま

し
た
。

　
対
峙
し
た
幕
府
方
の
武
将
の
数
は

12
万
人
を
優
に
越
え
ま
し
た
。

　
天
然
の
要
害
で
あ
っ
た
原
城
の
一

揆
衆
は
統
制
の
と
れ
た
陣
営
で
、
極

寒
の
季
節
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幕
府

方
の
攻
撃
に
約
３
カ
月
も
持
ち
耐
え

た
の
で
す
。

　
し
か
し
最
後
は
、
『
知
恵
伊
豆
』

と
い
わ
れ
た
幕
府
方
２
代
目
の
上
使
、

松
平
伊
豆
守
信
綱
の
兵
糧
攻
め
に
遭

い
、
体
力
・
気
力
も
尽
き
、
ほ
ぼ
全

員
が
殺
り
く
さ
れ
全
滅
し
た
の
で
し

た
。

　
そ
の
後
の
原
城
は
徹
底
的
な
破
城

と
な
り
、
亡
所
と
し
て
封
印
さ
れ
た

ま
ま
３
５
０
年
以
上
が
経
過
し
ま
し

た
。

　
最
近
の
発
掘
調
査
で
そ
の
城
郭
遺

構
や
南
蛮
貿
易
、
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物

な
ど
が
原
城
の
そ
の
時
々
の
光
と
陰

に
な
り
余
韻
を
残
し
て
語
り
か
け
て

き
ま
す
。

　
追
悼
と
顕
彰
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ

の
祭
の
先
陣
を
切
る
の
は
追
悼
提
灯

行
列
で
、
暮
れ
ゆ
く
春
の
お
ぼ
ろ
夜

の
中
、
心
を
一
つ
に
し
た
鎮
魂
の
灯

り
が
本
丸
を
め
ざ
し
て
進
む
様
は
、

ま
さ
に
平
和
へ
の
祈
り
の
一
揆
衆
に

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
原
城
一
揆
ま
つ
り

　
　
　
実
行
委
員
長
　
内
山
　
哲
利

原
城 

追
悼
と
顕
彰
の
中
で
…

し
ょ
く
ほ
う
き

第16回
原城一揆まつり

【場所】 原城本丸周辺
（ステージ会場：原城二ノ丸）

【内 容】
●４月14日㈯
　・追悼祭（追悼行列、追悼式典）

　・前夜祭（南有馬商工会青年部主催）

●４月15日㈰
　・キャラクターショー

　・郷土芸能大会

　・原城合戦行列（参加者募集）

　・神野美伽　歌謡ショー

　※その他ステージ会場周辺では各種
　　イベントがあります。

開 

催 

日

４月15日㈰の原城合戦行列参加者を一般

募集します。（10人程度）

詳しくは、下記へお問い合わせか、市ホ

ームページをご覧下さい。

　　　　　　

原城一揆まつり事務局（南有馬総合支所内）

☎：０５０ー３３８１ー５１７２

ホームページアドレス

http://www.city.minamishimabara.lg.jp/

お問い合わせ
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　1 月21日㈰ 第 1 回 島原半島地区対抗駅伝競走大会が開催され、半島内の15チームが参加し健脚を競いました。

　チームは市町合併前の自治体単位で、うち 1 チームは口加高校がオープン参加として出場しました。

　この大会は、郡市対抗県下一周駅伝競走大会の選考会も兼ねており、半島内 3 市の体育協会共催のもと、開催されました。

　コースは公立新小浜病院（雲仙市小浜町）から加津佐商工会（南島原市）を折り返しとする 6 区（37キロメートル）で、10時に

スタートした選手たちは11時過ぎには加津佐町へ到着、11時30分に松島市長の号砲で再スタートしました。

　各選手は冬空の下、『たすき』をつなぐため、時には苦しそうな表情を見せながらも、一生懸命走り抜きました。

　結果は南串山チームが 2 時間 9 分55秒のタイムで優勝、南島原市勢は加津佐チームの 4 位が最高で、以下10位までに、西

有家（8位）、深江（9位）、北有馬（10位）という結果となりました。

　2 月 3 日㈯、4 日㈰の 2 日間、有家町内で「ありえ一店逸品蔵巡り」

が開催され、蔵のある 5 つの店舗を中心とした町内各商店で、自慢

の逸品の試食や販売が行われました。また、各所で豚汁や甘酒など

が振舞われ、アコーディオン演奏やミニコンサートも訪れる人を楽

しませました。

　3 日の節分には、今年の年男・年女に当たる 9 名がそれぞれの蔵

を巡り、福の訪れを願って豆をまきました。今回は、先祖代々大切

に受け継がれてきた「ひな人形」も展示され、その優美で華やかな

姿に、訪れた人たちは時を忘れて見入っていました。

　文化財防火デーの１月26日㈮、口之津歴史民俗資料

館で消防訓練が行われ、施設関係者や地域の皆さんが参

加しました。これは文化財を火災、震災その他の災害か

ら守るため、文化財防火運動を展開し、文化財愛護思想

の高揚を図るため実施されたものです。

訓練は、消火器を使った実際の放水訓練だけでなく、自

動対外式除細動器（ＡＥＤ）の取扱訓練もあわせて行われ

ました。参加した皆さんは、緊張しながらも真剣な表情

で訓練に取り組んでいました。

　南島原市の主要作物である、葉タバコの種まきが各所

で行われ、祈願祭が行われました。

　これは、葉タバコ栽培の最初の行事で、豊作を祈願す

るために毎年１月下旬から２月上旬に行われます。

　祈願祭では、組合や生産者などの関係者が集まり、高

品質生産や病害虫対策、異常気象対策に対して一致結し

て当たることを誓い合いました。

　２月１日㈭、有家町の祈願祭に出席した松島市長は水

にまぜた種をジョウロでまき、立派な苗ができるように

祈りました。

　１月27日㈯口之津公民館で『こころの健康づくり～

働きざかりのメンタルヘルス～』と題し、荒木憲一（長

崎ウエスレヤン大学）教授による「うつ」の講演会が開

催されました。先生は「うつは、なりやすい性格や環境

があり、タイプによりそれぞれに対処法がちがいます。

まずは、きちんと専門医にかかることや、必要に応じた

薬を飲むことが大切です」と話されました。また来場者

からの意見や先生のコメントに「精神病に対して、受診

や支援などの理解が必要です。全ての人から『罪悪感』

がなくなる社会が一日も早く来るとよいですね」という

言葉があり、訪れた人の多くの共感を呼んでいました。

（※荒木先生は、雲仙・普賢岳災害の際に、５年間被災

住民のメンタル支援をしていただいた方です。本当にあ

りがとうございました。）

　2 月 1 日㈭、吉田ヒソミさん（有家町山川）が、ちょう

ど100回目の誕生日を迎えられ松島市長が自宅を訪れ、

記念品と花束でお祝いしました。いつまでもお元気で…。

　深江特産物直売所では、写真、パッチワーク、書画、盆栽などの愛好

者（団体）の皆さまに対し、みにぎゃらりー「ゴッペ」（広さ約20㎡）を無

料で開放しています。

　これは、「作品を発表する場がない」「借りる際に費用がかかる」など

の市民の声に対し、「市民皆さまのためになるのであれば」と下田所長が

発案。「お買い物とあわせ、ギャラリーや休憩所でも楽しんでいただきた

い」とのこと。

　原則貸付期間は１カ月とし、展示品の販売などもできますので、詳し

くはお問い合わせください。（深江特産物直売所 ☎ 0957－72－3811（下田））

▲再スタート（復路）する選手たち

▲おひなさまがおでむかえ

▲『いろいろありますよー』

▲緊張の消火活動

▲立派な苗ができるように祈りました

島原半島の健脚競う市全体 第1回 島原半島地区対抗駅伝

『どうぞ、手にとって』有  家

逸品がずらり、ひな人形もお出ましです

日ごろの訓練が大切です口之津

口之津歴史民俗資料館で消防訓練

元気に育って！市全体

各町で葉タバコ「は種（種まき）祈願祭」

４回の開催で500名以上の参加市全体

『こころの健康づくり』講演会

吉田ヒソミさん
明治40年２月１日生まれ

有  家

100歳おめでとうございます

作品発表の場を提供します深  江 南島原市深江特産物直売所
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南島原市
の人口
南島原市
の人口
南島原市
の人口

お問い合わせは

南島原市役所

☎050-3381-5000

深江総合支所

☎050-3381-5120
布津総合支所

☎050-3381-5130
有家総合支所

☎050-3381-5140
西有家住民センター

☎050-3381-5151
北有馬総合支所

☎050-3381-5160
南有馬総合支所

☎050-3381-5170
口之津総合支所

☎050-3381-5180
加津佐総合支所

☎050-3381-5190

人

平成19年１月末日現在（住基人口）

5 5 , 7 0 2（－55）

2 6 , 1 5 2（－26）

2 9 , 5 5 0（－29）

1 8 , 6 5 2（＋９）

男 性

女 性

世帯数
（　）前月比

リウマチ性多発筋痛症月

肩関節脱臼火

子どものしつけと虐待水

治りにくいじんましん木

要介護者の口腔ケアについて金

尿が近い －過活動ぼうこう－土・日
※祝日は、前日のテープが流れます。

※診療時間は午前９時から午後５時までです。

※変更になる場合がございますので、お電話でご確認ください。

87-3000森 医 院
４日

電話番号休日在宅当番医日

加津佐町

82-1822坂上整形外科 有家町

85-3690菜の花クリニック
18日

南有馬町

72-2017泉 川 病 院 深江町

87-2348井 上 医 院
21日

加津佐町

82-2051伊崎眼科医院 西有家町

65-7100北有馬クリニック
11日

北有馬町

82-8822石川内科医院 西有家町

町 名 電話番号休日在宅当番医日 町 名

87-2028栗 原 医 院
25日

加津佐町

72-2802池 田 医 院 布津町

電話番号休日在宅当番医日 町 名

３月の休日在宅当番医３月の休日在宅当番医

　巡
回
法
律
相
談
所
開
設

　
長
崎
県
弁
護
士
会
の
巡
回
法
律
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
民
事
・
家
事
・
刑
事
・
行
政
等
に

関
す
る
す
べ
て
の
法
律
相
談
が
で
き

ま
す
。

【
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。】

●
日
　
時
　
３
月
22
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
所
　
布
津
公
民
館

●
定
　
数
　

　
８
名(

必
ず
予
約
し
て
下
さ
い
）

※
内
容
に
よ
っ
て
は
受
付
で
き
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
　

　
市
民
生
活
部
市
民
課
人
権
推
進
班

　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
４
０

優
良
運
転
者（
　
年
以
上
）表
彰

　
南
島
原
市
交
通
安
全
協
会
で
は
、

自
動
車
（
二
輪
車
を
含
む
）
の
運
転

歴
が
15
年
以
上
の
人
で
、
自
己
の
責

任
に
よ
る
交
通
事
故
歴
が
10
年
以
上

な
く
、
か
つ
、
交
通
違
反
歴
が
５
年

以
上
な
い
人
を
対
象
に
表
彰
を
行
い

ま
す
。

　
表
彰
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
自
動

車
安
全
セ
ン
タ
ー
発
行
の
「
無
事
故
・

無
違
反
証
明
書
」
を
添
え
て
、
南
島

原
市
交
通
安
全
協
会
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
　
南
島
原
市
交
通
安
全

　
協
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

●
締
め
切
り
　
４
月
10
日
㈫

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
南
島
原
市
交
通
安
全
協
会

　
☎
０
９
５
７
（
８
６
）
５
１
６
２

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
平
成
19
年
度
の
第
１
回
試
験
が
行

わ
れ
ま
す
。
受
験
対
象
は
一
般
の
人

お
よ
び
高
校
生
で
す
。

●
種
　
類
　
甲
種
、
乙
種
（
第
１
類

　
〜
第
６
類
）、
丙
種

●
日
　
時

　
６
月
17
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

●
場
　
所
　
島
原
工
業
高
等
学
校

　（
島
原
市
本
光
寺
町
４
３
５
３
）

※
長
崎
市
や
諫
早
市
な
ど
ほ
か
の
市

　
で
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
受
験
願
書
の
受
付
期
間

　
４
月
11
日
㈬
〜
26
日
㈭

　
（
郵
送
の
場
合
は
26
日
の
消
印
ま

　
で
有
効
で
す
）

●
受
験
願
書
の
入
手
先

　
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎

　
支
部
、
長
崎
県
消
防
保
安
室
、
島

　
原
振
興
局
、
各
消
防
署

▼
願
書
の
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎

　
支
部
　
（
〒
８
５
０
ー
０
０
３
３

　
長
崎
市
万
才
町
６
番
38
号
　
明
治

　
安
田
生
命
長
崎
ビ
ル
）

　
☎
０
９
５
（
８
２
２
）
５
９
９
９

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
（
海

技
免
状
）
更
新
・
失
効
再
交

付
講
習

　
㈶
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会
九
州

支
部
で
は
、
国
土
交
通
省
の
登
録
を

受
け
表
記
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
日
　
時

　
５
月
13
日
㈰
　
午
前
９
時
30
分

●
場
　
所
　
加
津
佐
総
合
福
祉
セ
ン

　
タ
ー
（
希
望
の
里
）

●
必
要
書
類

・
本
籍
記
載
の
あ
る
住
民
票
　
１
通

・
写
真
　
２
枚
（
た
て
4.5
㎝
×
よ
こ

　
3.5
㎝
）

・
小
型
船
舶
操
縦
免
許
証

●
費
　
用
　

　
更
新
（
８，

６
０
０
円
）

　
失
効
（
１
４，

７
０
０
円
）

※
海
技
免
状
の
更
新
は
有
効
期
限
の

　
１
年
前
か
ら
更
新
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先

　
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
長
崎
事
務
所

　
☎
０
９
５
（
８
３
２
）
８
８
５
０

　
海
事
相
談
所
あ
く
た

　
☎
０
９
０（
２
５
８
０
）６
７
６
９

地
域
創
業
助
成
金
の
ご
活
用
を

　
地
域
再
生
の
核
と
な
る
産
業
の
創

業
、
雇
用
創
出
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
業
種
は
、
お
も
に
サ
ー
ビ
ス
業

で
、
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

●
内
　
容
　
創
業
経
費
の
２
分
の
１ 

　
を
助
成
（
５
０
０
万
円
を
限
度
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
㈳
長
崎
県
雇
用
支
援
協
会
　
高
齢

　
者
支
援
部
　
担
当
　
今
津
・
池
崎

　
☎
０
９
５
（
８
２
７
）
１
１
６
５

春
の
県
産
品
ま
つ
り

　
県
内
産
の
食
品
・
民
工
芸
品
な
ど

優
れ
た
特
産
品
を
集
め
、
展
示･

即

売
を
行
い
ま
す
。

●
日
　
時

　
４
月
11
日
㈬
〜
４
月
17
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
午
後
７
時
30
分

※
13
日
㈮
、
14
日
㈯
は
午
後
８
時
ま

　
で
、
17
日
㈫
は
午
後
５
時
ま
で

●
場
　
所

　
浜
屋
百
貨
店
（
長
崎
市
浜
町
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
物
産
流
通
推
進
本
部

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
６
２
１

　
長
崎
県
物
産
振
興
協
会

　
☎
０
９
５
（
８
２
１
）
６
５
８
０

 

長
崎
県
食
品
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー

募
集

　
食
品
の
安
全
・
安
心
施
策
の
推
進

の
た
め
、
長
崎
県
で
は
『
食
品
ウ
オ

ッ
チ
ャ
ー
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
平
成
19
年
度
の
ウ
オ
ッ
チ
ャ

ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
間

　
３
月
５
日
㈪
〜
３
月
20
日
㈫

●
募
集
人
員
　
１
０
０
人
程
度

●
活
動
内
容
　
日
ご
ろ
の
買
い
物
で
、

　
食
品
表
示
等
に
違
反
が
あ
る
場
合

　
や
、
疑
問
を
抱
い
た
時
の
報
告
な
ど

●
応
募
資
格
　
県
内
に
お
住
ま
い
の

　
18
歳
以
上
の
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
用
紙
請
求
先

　
〒
８
５
０
ー
８
５
７
０
　
長
崎
県

　
食
品
安
全
推
進
室

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
３
６
６

　
℻
０
９
５
（
８
２
４
）
４
７
８
０

長
崎
県
立
農
業
大
学
校
学
生

募
集

　
農
業
す
る
人
、
し
た
い
人
、
関
連

団
体
・
企
業
へ
就
職
し
た
い
人
へ
一

般
入
学
２
次
募
集
を
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
日
時

　
３
月
22
日
㈭
　
午
前
８
時
50
分

●
試
験
場
所
　
農
業
大
学
校
本
校

　（
諫
早
市
小
船
越
町
３
１
７
１
）

●
試
験
科
目
　
小
論
文
・
数
学
（
数

　
学
Ⅰ
程
度
）・
個
人
面
接

●
募
集
学
科
（
４
学
科
）

　
野
菜
・
花
き
・
果
樹
・
畜
産

●
応
募
資
格
　
高
等
学
校
を
３
月
に

　
卒
業
見
込
み
の
人
、
ま
た
は
高
等

　
学
校
を
卒
業
し
た
人

●
応
募
受
付

　
２
月
28
日
㈬
〜
３
月
12
日
㈪

　
島
原
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　（
島
原
市
西
八
幡
町
８
５
０
９
ー
２
）

　
☎
０
９
５
７
（
６
３
）
０
４
６
２

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
立
農
業
大
学
校
　
教
務
課

　
☎
０
９
５
７
（
２
６
）
１
０
１
６

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

　
自
衛
隊
の
幹
部
候
補
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

【
一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生
（
飛
行
・

音
楽
要
員
含
む
）】

＊
応
募
資
格

・
20
歳
以
上
26
歳
未
満
（
22
歳
未

　
満
は
大
卒
者
（
見
込
み
を
含
む
））

・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込

　
み
）
は
、
28
歳
未
満
（
海
上
自
衛

　
隊
技
術
幹
部
候
補
生
は
、
理
学
ま

　
た
は
工
学
課
程
修
了
者
に
限
る
）

【
歯
科
、
薬
学
科
幹
部
候
補
生
】

＊
応
募
資
格

・
歯
　
科
　
専
門
の
大
学
卒
（
見
込

　
み
）
で
20
歳
以
上
30
歳
未
満

・
薬
学
科
　
専
門
の
大
学
卒
（
見
込

　
み
）
で
20
歳
以
上
26
歳
未
満
（
専

　
門
の
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見

　
込
み
）
は
28
歳
未
満
）

●
受
付
期
間
　
４
月
１
日
㈰
〜
５
月

　
11
日
㈮
　
締
切
必
着

●
試
験
日

＊
１
次
試
験
　
５
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　（
20
日
は
飛
行
要
員
）

＊
２
次
試
験
　
６
月
19
日
㈫
〜
21
日
㈭

＊
３
次
試
験
　
７
月
18
日
㈬
〜
８
月

　
４
日
㈯
（
飛
行
要
員
）

●
入
　
隊

　
平
成
20
年
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
島
原
地
域
事
務
所

　
☎
０
９
５
７
（
６
２
）
３
７
５
９

技
能
訓
練
生
募
集

　
諫
早
大
村
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

平
成
19
年
度
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

●
コ
ー
ス
名
（
回
数
・
期
間
）

【
平
日
夜
間
】

　
木
造
建
築
科
（
月
８
回
・
２
年
）／

　
建
築
設
計
科
（
月
８
回
・
２
年
）／

　
Ｃ
Ａ
Ｄ
各
コ
ー
ス
（
週
１
回
・
１

　
年
）
／
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

　
ー
タ
ー
科
（
週
１
回
・
半
年
）／
２

　
級
建
築
士
短
期
特
訓
科
（
週
２
回
・

　
３
カ
月
）
／
２
級
建
築
施
工
管
理

　
技
士
科
（
週
１
回
・
８
カ
月
）／
建

　
築
基
準
法
学
習
会
（
月
２
回
・
半

　
年
）
／
木
造
大
工
伝
承
会
（
月
２

　
回
・
半
年
）

【
昼
（
水
）】

　
Ｊ
Ｗ
ー
Ｃ
Ａ
Ｄ
初
級
科
（
週
１
回
・

　
１
年
）
／
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ

　
ネ
ー
タ
ー
科
（
週
１
回
・
半
年
）

●
場
　
所
　
長
崎
県
立
諫
早
技
能
会
館

●
申
込
期
限
　
３
月
31
日
㈯
ま
で

※
ほ
か
に
、
無
料
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計

　
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
　
時
　（
３
日
間
）

　
３
月
11
日
㈰
・
18
日
㈰
・
24
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
お
問
い
合
わ
せ
　

　
諫
早
大
村
高
等
職
業
訓
練
校

　
☎
０
９
５
７
（
２
２
）
０
０
３
６

　
℻
０
９
５
７
（
２
２
）
９
３
９
７

平
成
　
年
度
　
国
家
公
務
員

採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）

●
試
験
の
種
類

　
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
／
国
家
公

務
員
採
用
Ⅱ
種
／
国
税
専
門
官
労
働

基
準
監
督
官
／
法
務
教
官

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
人
事
院
九
州
事

　
務
局
第
二
課
試
験
係
（
〒
８
１
２

　
ー
０
０
１
３
　
福
岡
市
博
多
区
博

　
多
駅
東
２
ー
11
ー
１
）　

　
☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

　
℻
０
９
２
（
４
７
５
）
０
５
６
５

　
　k

a
tou

sou
@

jin
ji.g

o.jp

15

19

お詫びと訂正：広報南島原２月号の中で、間違いがありました。

次のとおり訂正し、お詫び申し上げます。

29ページ、ご寄付ありがとうございます。

（誤）塩田カズ子 → （正）福田カズ子
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長　崎 ☎095-826-5511
佐世保 ☎0956-23-4300

健康テレホンサービス
３月のテーマ



●幼児向けおはなし会

　３月３日㈯　15時半～16時

●おはなし会

　３月10日㈯　10時半～11時

●たんぽぽのおはなし会

　３月17日㈯　14時～14時半

●おはなし会

　３月６日㈫、13日㈫、20日㈫
　16時20分～

●おはなし会

　３月９日㈮　11時～11時半

　３月17日㈯　14時～14時半

●上映会

　蔵書点検のためお休みです。

●作ってあそぼう！～工作ランド～

　３月３日㈯　10時半～

●おはなし会「話の小箱」

　３月17日㈯　14時～

●おはなし会「ありんこのす」

　３月24日㈯　11時～

●開館３周年記念行事

　・人形劇いずみ座 「ばけくらべ」
　　３月４日㈰　14時～
　・「竹内ツーガ絵本原画展」
　　３月21日㈬～３月28日㈬

●創作絵本展（コレジヨホールロビー）

　３月３日㈯～３月11日㈰

●コレジヨシアター（ビデオ上映会）

　３月10日㈯　14時～

●おはなし会（ちゅうりっぷ）

　３月11日㈰、25日㈰
　14時～14時半

●おってみゅー Day （おりがみ教室）

　３月24日㈯　14時～14時半

●えほん De クイズ

　３月22日㈭～３月30日㈮

●おはなし会

　３月17日㈯　14時～

●工作ひろば

　３月24日㈯　14時～

●春休み特別クイズ

　３月24日㈯～４月22日㈰

加津佐図書館
☎０５０（３３８１）５１１９

西有家図書館
☎０５０（３３８１）５１５５

口之津図書館
☎０５０（３３８１）５１８６

原城図書館
☎０５０（３３８１）５０７８ 有家図書館

☎０５０（３３８１）５０４６

深江ふるさと伝承館図書室
☎０５０（３３８１）５１２５

＊詳しいことは、館内ポスターや各図書館

　（室）に問い合わせの上、ご確認ください。

　
原
城
図
書
館
は
、
３
月
５
日
で

開
館
一
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
１
月
７
日
に
は
、
５
万
人
目
の

入
館
者
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

２
月
18
日
に
は
、
10
万
冊
目
の
本

を
貸
出
す
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
、
市
民
皆
様
の
ご
利
用

と
ご
支
援
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
市
民
の
皆
様
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
「
居
間
」
と
し
て
、
愛
し
て

い
た
だ
け
る
図
書
館
を
目
指
し
て
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
原
城
図
書
館
に
は
、
新
聞
が
12

紙
（
島
原
・
長
崎
・
西
日
本
・
朝

日
・
毎
日
・
読
売
・
日
経
・
産
経
・

西
ス
ポ
・
日
農
・
毎
小
・
朝
中
ウ

ィ
ー
ク
リ
ー
）
あ
り
ま
す
。

　
雑
誌
は
、
１
１
２
タ
イ
ト
ル
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
向
け
の
も
の
か

ら
、
日
々
に
役
立
つ
情
報
誌
、
ス

ポ
ー
ツ
雑
誌
、
経
済
誌
、
色
々
取

り
揃
え
て
お
り
、
自
由
に
閲
覧
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

雑
誌
は
新
刊
号
以
外
を
本
と
同
じ

よ
う
に
借
り
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
の
日
の
新
聞
、
最
新

号
の
雑
誌
以
外
の
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ

ス
（
有
料
・
著
作
権
法
の
範
囲
内
）

も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

る
利
用
者
端
末
も
２
台
あ
り
ま
す
。

　
カ
ウ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
ど
な
た
で

も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　
あ
る
記
事
に
つ
い
て
、
新
聞
を

読
み
比
べ
た
り
、
雑
誌
を
ゆ
っ
く

り
座
っ
て
読
ん
だ
り
…
。
利
用
者
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
ご
自
分
の
ス
タ
イ

ル
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
過
ご
し
方
を
見
つ
け
て
い

た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
３
月
４
日
㈰
に
は
、
開
館
一
周

年
を
記
念
し
て
、
原
城
図
書
館
友

の
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
「
開
館

一
周
年
記
念
お
は
な
し
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
口
加
高
校
家
政
科

の
新
卒
業
生
も
楽
し
い
出
し
物
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

３月特別休館日の
お知らせ（原城図書館）

　最初の蔵書点検のため３月

22日㈭から３月31日㈯まで

休館させていただきます。

　利用者の皆様には、大変ご

迷惑をおかけしますが、ご協

力をお願いいたします。

「おおきく おおきく おおきくなあれ」

「さるかに」

「グリーンマントのピーマンマン」

「ガラガラドン」
（口加高校家政科新卒業生有志）

皆さんのご来館お待ちしております。

▲平成19年３月で開館一周年を迎えます。
　（１月７日には入館者５万人目を突破い
　たしました）

３月４日㈰
10時半～11時半

館長のおはなし

ハーモニカ演奏

大 型 紙 芝 居

エプロンシアター

大　型　絵　本

人　  形  　劇

原城図書館 開館１周年No.9
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※ご希望により、お住まいの地区以外でも受けることが

　できます。　その場合は必ず前日までに、健康保健課

　（☎050-3381-5050）または各総合支所・住民センター

　へ連絡してください。

　事　業　名　

　事　業　名　

　事　業　名　

事　業　名 実 　施　 日 時　　　間

時　　　間

時　　　間

時　　　間 場　　　所

場　　　所

場　　　所

場　　　所 備　　　考

備　　　考

備　　　考

備　　　考

深 江 公 民 館

深江ふるさと伝承館

布津保健センター

布津保健センター

布津保健センター

深 江 公 民 館

生後３～６ヶ月

平成16年７月～８月生

平成18年4月、8月、12月生

平成18年4月、8月、12月生

平成18年4月、8月、12月生

平成15年７月～８月生

平成17年７月～８月生

生後３～６ヶ月

生後３～90ヶ月

有家保健センター

有家保健センター

有家保健センター

西有家保健センター

有家保健センター

本庁（西有家庁舎）

西有家保健センター

有家保健センター

予防接種（ポリオ）

予防接種（ＢＣＧ）

乳 　 児 　 相 　 談

３ 歳 児 健 診

２ 歳 児 歯 科 健 診

健 康 相 談

健 康 相 談

１歳６ヶ月児健診

09：00～12：00

09：00～12：00

09：30～11：30

12：30～15：30

13：30～終了まで

13：00～終了まで

09：00～14：00

12：30～終了まで

12：30～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

09：00～12：00

09：00～12：00

12：30～15：30

09：30～11：30

09：00～14：00

実 　施　 日

実 　施　 日

実 　施　 日

３月16日（金）

原城オアシスセンター
健 康 相 談

献 血

09：00～12：00

09：30～11：30

12：30～15：30

09：30～11：30

12：30～15：30

10：00～15：00

10：00～15：00

09：00～12：00３月0 5日（月）
３月19日（月）

南 有 馬 総 合 支 所

乳 児 相 談

乳 児 相 談

献 血

献 血

３月07日（水）

生後３～６ヶ月

平成18年4月、8月、12月生

生後３～６ヶ月

予防接種（ＢＣＧ）

予防接種（ＢＣＧ）

３月23日（金）

３月05日（月）
３月19日（月）

３月20日（火）

３月19日（月）

３月14日（水）
３月09日（金）

予防接種（ＢＣＧ）

乳 児 相 談

〈深江・布津地区〉 ○お問い合わせ先 （深江地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5121）（布津地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5131）

〈有家・西有家地区〉 ○お問い合わせ先 （有家地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5141）（西有家地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5151）

〈北有馬・南有馬地区〉 ○お問い合わせ先 （北有馬地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5161）（南有馬地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5171）

〈口之津・加津佐地区〉 ○お問い合わせ先 （口之津地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5181）（加津佐地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5191）

３月07日（水）

３月07日（水）
３月22日（木）

３月08日（木）

３月14日（水）

３月20日（火）
３月23日（金）

口之津保健センター

加津佐保健センター

口之津保健センター

加津佐保健センター

口之津保健センター

口之津保健センター

健 康 相 談

献 血
12：30～15：30

09：30～11：30

12：30～15：30

09：30～11：30

09：00～12：00

09：00～12：00

３月0 5日（月）

３月14日（水）

３月07日（水）
３月22日（木）
３月20日（火）
３月23日（金）

北有馬保健センター

北 有 馬 総 合 支 所

３月13日（火）
３月22日（木）

北有馬保健センター

北有馬保健センター

　ＷＨＯ（世界保健機関）によると、インフルエンザウイルスは、調理

の際の加熱（食品の中心温度70℃）により死滅するとされています。

　万が一、鶏肉や鶏卵にインフルエンザウイルスが存在したとしても

胃液ですべて死滅します。

※鳥インフルエンザ発生国から鶏肉・鶏卵を一時的輸入停止措置を

　するのは、日本国内の鳥の間での拡大を防ぐための措置です。

　（鶏肉・鶏卵が食品として危険だからではありません。）　

鶏卵・鶏肉からは鳥インフルエンザには感染しません。

保健事業のご案内保健事業のご案内保健事業のご案内 ３月３月

ご安心ください、店頭の鶏肉・鶏卵は安全です。
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月・MON 火・TUE 水・WED 木・THU 金・FRI 土・SAT日・SUN

1 2 3 ひな祭・耳の日
春の全国火災予防運動
（３月１日～７日）

4 5 6 消防記念日7 国際婦人デー8

彼岸入り

●年金相談
　（口之津公民館）
　10：00～15：00
●献血（口之津保健
　センター）09：30～
　11：30 12：30～15：30

14

●行政相談（有家町商工会館）
　17：30～
●年金相談（北有馬老人福祉センター）
　10：00～15：00
●献血（本庁：西有家庁舎）
　9：30～11：30　12：30～15：30

●行政相談（有家町商工会館）
　17：30～
●行政相談（西有家老人福祉センター）
　10：00～15：00
●年金相談（ありえコレジヨホール）
　10：00～15：00

15

9 10

11 12建国記念の日 13 16 17

18 春分の日19 20 21 世界気象デー22 23
彼岸明け

電気記念日

24

26 27 28

●年金相談の予約・お問い合わせは各総合支所または住民センターでお尋ねください。
●北有馬町・口之津町・加津佐町の行政相談は随時受け付けています。

25
●行政相談
　（原城オアシスセンター）
　13：00～16：00

●国民年金保険料の収納窓口を開設　
　（加津佐総合福祉センター・北有馬ピ
　ロティー文化センター日野江・深江
　公民館）※日時は下記の記事通りです。

●行政相談
　（深江ふれあいの家）
　13：00～16：00

●で逢い☆ふれ逢い
　☆夢かるた
　（西有家小学校体育館）
　13：00～16：00

29 30

●行政相談
　（布津公民館）　
　14：00～16：00

31

●献血
　（深江ふるさと伝承館）
　09：30～11：30
　12：30～15：30

●献血
　（加津佐保健センター）
　09：30～11：30
　12：30～15：30

●教育相談
　（西有家公民館）
　10：00～12：00

●献血
　（南有馬総合支所）
　09：30～11：30
　12：30～15：30

●献血
　（北有馬総合支所）
　09：30～11：30
　12：30～15：30

　年金を受けるためには25年以上の納付等の

期間が必要です。今回諌早社会保険事務所の

職員による国民年金保険料の臨時の収納窓口

を開設します。保険料の納入方法や納付書の

再発行、納付が困難な場合についての相談も

承りますので、この機会をご利用ください。

●日　時　平成19年 3 月 26 日㈪
　　　　　午前11：30～午後７：00

　　　　　平成19年 3 月 27 日㈫
　　　　　午前 9：30～午後３：00

●場　所　加津佐総合福祉センター

　　　　　北有馬ピロティー文化センター日野江

　　　　　深江公民館　

　島原鉄道南線（島原外港～加津佐）が廃止されるとの発表に伴い、南島原市で

は２月１日に対策本部を設置しました。今後、市民皆さまと情報を共有しながら、

善後策を検討していきますので、ご協力をお願いいたします。最新の情報は、

南島原市ホームページ（http://www.city.minamishimabara.lg.jp）をご覧ください。

●ふつ桜まつり
　（布津運動公園）
　メインイベント
　10：30～16：00

届け出はお済ですか？自動車等（原付バイク
も含む）の移転・抹消登録はお早めに

納め忘れはありませんか？国民年金
保険料の収納窓口を開設します

南島原市鉄道廃止問題
対策本部を設置しました

　自動車等を売ったり、スクラップ（廃車処分）したりしても陸運事務

局（原付バイク等は市役所）に登録がお済みでない場合、そのまま

（４月１日現在の所有者に対して）税金がかかります。

　車両の移転・廃車を予定されている人は、早めに手続きを行ってく

ださい。（年度末には手続きが殺到することが予想され、手続きが遅

れた場合、税金がかかることもあります。）

　口之津地区自家用自動車協会では、年度末の抹消および変更受付は、

平成19年3月20日㈫までとなっていますのでご注意ください。

●お問い合わせ

　【自動車および軽自動車】

　口之津地区自家用自動車協会　☎０９５７（８５）２５２７

　【原付バイク等について】

　総務部 税務課 市民税班または各総合支所 市民課 税務班にお尋ねください。

　☎０５０（３３８１）５０２３


